
令和５年度評価以降の評価書案について
●　項目別の状況

第２　県民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

１　県立病院が担うべき医療等の提供

(1)地域医療の提供 ア　地域医療
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ア　地域医療

各病院は、地域の医療需要

に応じた診療体制を整備す

るとともに、診療機能の充

実を図る。

阿南病院及び木曽病院は、

関係機関等と連携し在宅医

療を提供する中で、地域包

括ケアシステムの中核とし

ての役割を果たす。

信州医療センターは、産科

医療体制の充実に努めると

ともに、院内助産体制の整

備について検討し、木曽病

院は、産科医療体制を維持

する。

B

各病院は、地域の医療需要を見極め、持続可能な医療を提供すること。特に、下伊那南部地域を主な診療圏としている阿南病院と、木曽地域唯一の有床医療機関である木曽病院は、

地域を医療で支える使命を担うべく、高齢者などが住み慣れた自宅や地域で暮らし続けられるよう、在宅介護と連携した在宅医療（訪問診療・看護・リハビリ・薬剤指導など）を提

供することで、地域包括ケアシステムの中核としての役割を果たすこと。

また、身近な医療圏で安心して出産ができる体制を維持するとともに、院内助産の推進について検討すること。

【表２　時間外救急患者数及び手術件数　単位：件】

時間外救急患者（件） 手術（件）

病院名 ４年度実績 ３年度実績 対３年度実績 評価 ４年度実績 ３年度実績 対３年度実績 評価

信州医療センター 7,739 5,747 134.7% S 1,697 1,600 106.1% A

こころの医療センター駒ヶ根 169 226 74.8% C

阿南病院 1,254 1,019 123.1% S 88 86 102.3% A

木曽病院 3,398 3,284 103.5% A 457 686 66.6% C

こども病院 3,462 3,447 100.4% A 1,750 1,667 105.0% A

基本、指標のみを記載する。

記載量減少に向けて、想定

している補足的な記載
●指標の増減の理由

●新しいトピックス

（それぞれ２～3行の記載を

想定。）

●今後の記載欄等の調整は

県と機構で行う。

資料２

【表１　在宅医療件数（訪問診療・訪問看護・訪問リハ）　単位：件】

病院名 ４年度実績 年度計画 対年度計画 ３年度実績 対３年度実績 評価

信州医療センター 7,864 8,265 95.1% 8,276 95.0% B

こころの医療センター駒ヶ根 2,282 2,057 110.9% 1,796 127.1% A

阿南病院 3,632 4,005 90.7% 4,035 90.0% B

木曽病院 4,618 5,850 78.9% 5,840 79.1% C

こども病院 51 60 85.0% 44 115.9% B

1-1-1ア地域医療


